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版 発行日 変更内容

第1版 2022/11/18 初版作成

第1.1版 2023/1/6 不要スライドを削除

第1.2版 2023/11/21 SP構築パックスライド追加、システム要件変更

SolarWinds、SolarWinds.com、OrionはSolarWinds社の登録商標です。
その他の社名および製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。
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• IPAM（IP Address manager）、 UDT（User Device Tracker）はSolarWinds社の
SolarWinds Platform における主要なモジュール製品です。

• IPAMは、使いやすくリーズナブルなDHCP, DNS, IPアドレス管理ツールです。

• UDTは、ネットワークのポート、デバイス、そしてユーザー監視を容易にするためのツールです。

はじめに
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SolarWinds社紹介

ネットワーク監視部門1位²

190ヵ国
320,000以上の

ユーザ¹
22000以上のMSP
45万以上の組織

米国国防省(DoD)全拠点
民間諜報機関の多数

公式コミュニティサイトTHWACK® 15万人以上の登録者が活用

起業 1999年 総従業員数 3,200以上 本社 テキサス オースティン
各国に 30以上の拠点

1. 顧客とは、当社のサブスクリプション製品に現在登録している個人や事業体、または当社開業時から固有の顧客ID番号で無期限ライセンス製品を1点以上購入している個人や事業体として定義されます。1つの組織内に複数の製品購入者がいることがあります。そのそれぞれに固有の顧
客ID番号が割り当てられ、個別の顧客として見なされる場合があります。

2. 『IDC社のWorldwide Semiannual Software Tracker（2019年4月）』でIDCが定義したネットワーク管理ソフトウェア機能市場での実績。
3. Gartner、Market Share Analysis: ITOM：Performance Analysis Software, Worldwide, 20182019年6月11日。（AIOps/ITIM/その他の監視ツール ソフトウェア市場）。SolarWindsでは「システム管理」という用語を、Gartner社のレポートで言及される

AIOps/ITIM/その他の監視ツール ソフトウェア市場の分類法に基づいて使用しています。Gartner, Inc.,社に起因する本レポートのすべての記述は、同社がシンジケート サブスクリプション サービスの一環として公表したデータ、調査意見、または見解に対するSolarWindsの解釈であり、
Gartner社によって確認されたわけではありません。Gartner社の各公表データは当初公表日時点の情報に基づきます（このプレゼンテーションの日ではありません）。Gartner社が公表データで表明する意見は、事実の表明でなく、予告なく変更する可能性があります。

Fortune 500® 
90%以上で採用

大手調査企業IDC社にてネットワーク管理ソフトウェア市場シェアで3年連続1位を獲得(2020/5/15）

システム管理部門3位³ Gartner, Market Share Analysis: ITOM: Performance Analysis Software, Worldwide, 2019

MSP:Managed Service Provider
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SolarWinds社紹介：グローバルに展開

カリフォルニア州
（サンフランシスコ）

エンジニアリング

ユタ州（リーハイ）
営業、サポート

テキサス州（オースティン）
本社

カナダ（オタワ）
エンジニアリング、営業、サポート

バージニア州（ハーンダン）
営業

アイルランド（コーク）
営業、サポート、財務、運用

ポーランド（クラクフ）
エンジニアリング

チェコ共和国（ブルノ）
エンジニアリング

シンガポール
営業、サポート

フィリピン（マニラ）
サポート

オーストラリア（シドニー）
営業、サポート

ノースカロライナ州（ラーレイ）
営業、マーケティング

英国（エジンバラおよびダンディー）
一般管理、営業、マーケティング、エンジニアリング

ベラルーシ（ミンスク）
エンジニアリング

ドイツ（ベルリン）
営業、マーケティング、エンジニアリング

日本（東京）
営業



Orion Platform
プライマリ ウェブ(管理コンソール)サーバ、メインポーリングエンジン、各共通サービス

Orion Platform に含まれる機能 : 
機器検出、マップ、アラート、レポート、Syslog、SNMP Trap、API
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SolarWinds Platform 

Orionデータベース
(MSSQL)

Additional Web Server
追加ウェブサーバ

Additional Polling Engine
追加ポーリングエンジン

High Availability
冗長化

Enterprise Operations Console
(一元化コンソール)

OrionPlatformとの
連携・統合できる製品

Toolset
real-time 
trouble

shooting

PM
Windows

patch update 
management

DPA
database 

performance 
monitoring

NTA
IP flows

NPM
interfaces, wireless

NCM
configuration
management

network
security

IPAM
IP address 

management

UDT
port 

monitoring
network 
security

VNQM
VoIP 

monitoring

SAM
server & 

application 
monitoring

WPM
web 

application 
performance 
monitoring

SRM
storage 

monitoring 
& capacity 
planning

VMAN
virtual 

monitoring & 
management

SCM
server

configuration 
monitor

LA
log analyze

ICMP
SNMP v1, v2c, v3

Windows® WMI
VMware® API

Agents
Windows, Linux®, Unix®, ARM, AIX- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

AWS CloudWatch API
MS Azure REST API

Flowデータベース
(MSSQL 

2016 SP1)

Logデータベース
(MSSQL 

2016 SP1)

●IPAM,UDTはSolarWinds Platformで稼働する機能モジュール
●必要な機能モジュールだけを使用することでリーズナブルに構成
●様々な管理・監視を単一のプラットフォームでより簡単に実現
●プラットフォームの基本機能（デバイス検出、マップ、Syslogなど）



SolarWinds Platform 

Orionデータベース
(MSSQL)

Flowデータベース
(MSSQL)

NTA

NPM
NCM IPAMUDT VNQM SAM WPM SRM VMAN SCM LA

OrionサーバーはWindowsマシン
オンプレ（物理/仮想）、クラウド（AWS,Azure）
冗長化可能

Windowsマシン
Orion server

（NTA使用時）
基本構成

監視対象

リモート端末より監視

ネットワークデバイス、サーバー、クライアント、
仮想ホスト、クラウド、プリンター・・・・
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NPM（Network Performance Monitor）
ネットワークデバイス・サーバー・仮想環境の稼働状況やリソースの監視
NetPath（経路監視）など

NTA（NetFlow Traffic Analyzer ）
パケットの送信元/宛先やアプリケーション別のトラフィック消費量の監視

（★ NPMのアドオンソフトとして稼働。NTA 単体では稼働しません）

NCM（Network Configuration Manager）
ネットワーク機器のコンフィグ（設定）を世代管理、変更検出、変更実施、コンプライアンスチェック

UDT（User Device Tracker）
ネットワークのポート、デバイス、そしてユーザー監視を容易にする

IPAM (IP Address Manager) 
IPサブネットのIP利用状況の監視/管理

SolarWinds 製品には、様々な監視を行うモジュールがあります。
必要な機能（モジュール）を組み合わせて最適な監視ソリューションを実現できます。

ご紹介範囲

SolarWinds Platform 主なモジュール製品



Orion Platform 管理コンソール （ブラウザ）

NPMメニュー
（ネットワーク）

NTAメニュー
（NETFLOW）

NCMメニュー
（ネットワーク設定）

IPAMメニュー
（IPアドレス）

●アドオンしたモジュールがトップメニューに追加
●リモートマシンからWebブラウザでアクセス
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UDTメニュー
（デバイス）

ご紹介範囲



・マップ表示 ：階層マップ化、デバイス間トラフィック
・自動デバイス検出 ：定期的にデバイス検出、監視開始も可能
・Syslog 、SNMP Trapの収集、検索 ：様々なフィルタリング、受信後のアクション実行
・レポート、アクション、アラート ：自動生成されたレポートをメール送信など

各モジュール製品と組み合わせて使用されます。
主な基本的な共通機能 (詳細はAppendix掲載)
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SolarWinds Platform 共通機能

マップ表示

デバイス間の
トラフィック、エラー率

グローバルから拠点までドリルダウン表示 デバイス間のトラフィック、エラー率



IPAM（IP Address Manager）紹介

12



効率的なIPアドレスの管理（正確な利用状況の把握）
一般的なIPアドレス管理 SolarWindsを使ったIPアドレス管理

• 内部IPアドレスを包括的に管理する仕組みがない

• 特に固定アドレスを管理する仕組みは無く
手間のかかる手動の管理であるうえに
利用状況が正確に把握できない

• 固定と動的IPアドレスの利用状況を正確に管理

• 例えば下記の正確な情報を取得
• 各IPアドレスが使われいるか/使われていないか？

• 使われていないとしたらいつからか？

• 各サブネットにどれくらい余裕があるのか？

• どのIPアドレスで競合が発生しているか？ など



IPアドレス管理のための様々な機能
• DHCPやDNSとも連携してこれらを一括管理

固定IPとして割り当てたアドレスを
DHCPスコープから自動的に除外など

• サブネット単位 または DHCPスコープ単位で
空き状況を瞬時に把握

• IPアドレスの競合を自動検知

• パーソナルファイアウォールなどで
ICMPが無効なIPアドレスも検知可能

• 個々のIPアドレスに管理上のコメント記述
• 既存の管理情報をCSVからインポート/

IPAMの情報をCSVにエクスポート
• 固定IPアドレスの申請ワークフロー
• DHCPサーバーとの連携

• マルチベンダーDHCP環境にも対応
• Windows
• Cisco ISC, ASA
• ICS DHCP (dhcpd)
• Infoblox
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自動化されたIPアドレス管理と監視

IP Address Manager (IPAM)

• 強力なIPv4およびIPv6アドレス管理により、IPの競合を防止します。

• Microsoft®、Cisco®、ISCのDHCPサーバ、およびDNSサーバと連携します。

• Infoblox®ネットワークビューからすべてのサブネットを同時に表示し、新しいネットワークビュー
を作成することなくサブネットをセグメント化することができます。

• Amazon Route 53®とAzure®のDNSゾーンとレコードを集中的に監視します。

• サブネット/スコープの枯渇とIPコンフリクトの監視とアラートの受信を行います。

• IPリクエストフォームで静的IPリクエストを自動化し、デバイスの展開をスピードアップします。

• VMware® vRealize® Orchestrator™ との統合により、仮想マシンのプロビジョニングを自動化できま
す。

• サードパーティ製ソフトウェアとの双方向の統合を提供するAPIサポートを提供します。

• リンク: Data - Demo - Resource

© 2020 SolarWinds Worldwide, LLC. All rights reserved.

http://www.solarwinds.com/ip-address-manager.aspx
http://oriondemo.solarwinds.com/Orion/IPAM/IPAMSummaryView.aspx
https://support.solarwinds.com/SuccessCenter/s/ip-address-manager-ipam


IPAM画面イメージ例 (UDTからの情報も含む)

サブネット 状態

IPアドレス

最後に利用された
日付

MACアドレス

DNSに登録された
ホスト名

DHCP
クライアント名

DHCP
クライアント名

MACアドレスに
基づくデバイス種別

SNMPによる
Node情報



UDT（User Device Tracker）紹介
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MACアドレスに基づくネットワーク接続デバイスの見える化

• MACアドレスに基づき
ネットワークに接続されたデバイスを追跡

• Active Directory とも連携し
そのデバイスにログオンしたユーザー名も特定

• 特に前述のIPAMとの連携で、
IPアドレスと下記の紐付けが容易に

• デバイス種別？(MACアドレスベース）

• 利用ユーザー（AD連携による）

• デバイスの場所
（どのスイッチや無線APに接続しているか？）



デバイス監視のための様々な機能
• 不正デバイスの検出

• ホワイトリストに無いMACアドレスが
検出された場合にアラート発出

• 不正デバイスと判断された場合の
接続されたスイッチポートのワンクリックシャッ

トダウン

• ユーザー名、IPアドレス、MACアドレスに基づいた
強力な検索機能

• スイッチポートの利用率を可視化し
スイッチのキャパシティプランニングへの貢献
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自動化されたデバイス追跡とスイッチポート管理

User Device Tracker (UDT)

• スイッチ、ポート、ネットワークデバイスを自動的に検出、マッピング、監視を行います。

• ネットワーク上のユーザーとデバイスを素早く特定します。

• スイッチの使用済みポートと空きポートを追跡し、容量フルに近い状態で動作しているスイッチ
を簡単に識別します。

• 自動アラートとボタン一つでポートをシャットダウンできる機能、接続できるデバイスを制限す
るホワイトリストとウォッチリスト機能を提供します。

• インシデントを調査するための広範なデバイス接続およびユーザーログオンデータの監視を行い
ます。

• カスタマイズ可能なテンプレートを使用して、ユーザーとデバイスのレポートを生成します。

• リンク: Data - Demo - Resource

© 2020 SolarWinds Worldwide, LLC. All rights reserved.

http://www.solarwinds.com/user-device-tracker.aspx
http://oriondemo.solarwinds.com/Orion/UDT/Summary.aspx
https://support.solarwinds.com/SuccessCenter/s/user-device-tracker-udt


SolarWinds IPAMのライセンスはIPアドレスの数で決まります。

IPAMライセンスのカウント方法ライセンス
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ライセンスの種類 IP数 ライセンス数

IP1,000 ライセンス 最大 1,024 IP 最大 1,024 ライセンス

IP4,000 ライセンス 最大 4,096 IP 最大 4,096 ライセンス

IP16,000 ライセン
ス

最大 1,6384 IP 最大 1,6384 ライセンス

IPXライセンス 無制限
（※ ハードウェアスペック等の環境に依
存する性能上の制限は存在します。）

無制限
（※ ハードウェアスペック等の環境に依存
する性能上の制限は存在します。）



SolarWinds UDTのライセンスは以下の2種類の最大数によって決まります。

UDTライセンスのカウント方法

・ポート数
ルーター、スイッチ、仮想/物理サーバー、などの監視対象のポート数

・ノード数
ルーター、スイッチ、仮想/物理サーバー、などの監視対象のデバイス数

（例） UT2,500（最大2,500ポート、最大2,500ノード）を用いて49ポートのスイッチ2台を監視する場合、
・ポート = 98 (49 x 2)
・ノード = 2
を消費します。

注記：ライセンス数を超えると継続検知ができなくなります。

ライセンス
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SolarWinds UDTのライセンスの種類

UDTライセンスのカウント方法ライセンス
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ライセンスの種類 ポート数 ノード数

UDT2,500ライセン
ス

最大 2,500ポート 最大 2,500ノード

UDT5,000ライセン
ス

最大 5,000ポート 最大 5,000ノード

UDT10,000ライセン
ス

最大 10,000ポート 最大 10,000ノード

UDT25,000ライセン
ス

最大 25,000ポート 最大 25,000ノード

UDT50,000ライセン
ス

最大 50,000ポート 最大 50,000ノード

UTXライセンス 無制限
（※ ハードウェアスペック等の環境に依
存する性能上の制限は存在します。）

無制限
（※ ハードウェアスペック等の環境に依存
する性能上の制限は存在します。）



システム要件（オンプレミス）ver2023.4
SolarWinds APサーバとDBサーバー
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上記詳細およびクラウド（AWS,Azure）でのシステム要件は下記こちらを参照ください。

(注意事項)
・2020.2.xから2022.x（およびそれ以降）にかけて、
Platform製品がHCO化をベースとした設計に移行している関係
でハードウェア要件が上がっております
・SolarWinds PlatformサーバーとSolarWinds Platform
データーベースサーバーは、別々の筐体にインストールが必要です。
つまり、最小構成が2台構成となります。
・仮想環境で利用する場合は、2インスタンス異なる物理ディスクを
ご利用ください。
・SQLソフトウェアについて、MS SQL Expressは評価用途のみ
利用可能です。本番環境では利用しないでください。

https://documentation.solarwinds.com/en/success_center/orionplatform/content/system_requirements/solarwinds_platform_2023-4_system_requirements.htm


評価

評価版ダウンロードはこちらから（評価期間30日間）
IPAM,UDT URL : https://www.jtc-i.co.jp/support/download/index.php

3種類のインストール
●軽量インストール（簡単評価にお薦め）
評価、小規模用
SQL Expressをローカルにインストール
IPAM＋UDTでも1台のマシンで評価できます。

●標準的なインストール
SQL Standard以上が必要です。

●スケーラビリティエンジンを追加
大規模用
ポーリングエンジンを追加する際のインストール
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https://www.jtc-i.co.jp/support/download/index.php


SolarWinds Platform(SP)構築パック

ジュピターテクノロジーのSP構築パックは、弊社長年の経験とナレッ
ジ活かしAP、DBサーバの構築を承ります。本構築パックによって、
要件定義～運用に関わるあらゆる工程での工数を削減することができ
ます。
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Appendix
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・冗長化 HA
・Orion Platform 基本機能
・NTA補足



冗長化 HA（High Availabirity）
アクティブースタンバイ構成
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Orionデータベース クラスタ
(MSSQL)

Primary

Orion server

Standby

監視対象

HAライセンスが必要です。 Active-Active構成も可能。



SolarWinds Platform 共通機能
• 自動デバイス検出
監視対象にするデバイスを検出します。

IPアドレス範囲を指定した上で
仮想ホスト,SSH,TELNET,SNMP,WMI
の資格情報を設定。
指定時間間隔で任意IPアドレス範囲を検索
新デバイスがあれば追加。

追加されたデバイスは NPMはじめ各モジュール
製品の監視対象にできます。
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SolarWinds Platform 共通機能

• マップ表示
検出されたデバイスをマップ表示できます。
グローバル表示から拠点内表示まで
ネットワーク接続関係や依存関係を表示
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Orion Platform 共通機能

• Syslog、SNMP Trapの収集、検索
任意の時間範囲、レベル、ノード、IPアドレスなどで様々なフィルタリングも可能です。
Syslog受信、Trap受信をトリガーにして定義済アクション実行も可能。
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SolarWinds Platform 共通機能

• アラート
120以上の豊富な事前定義済みのアラート。
高度な複雑な条件でのアラート設定も可能。

32

• アクション
メール送信、外部プログラム実行、
Syslog送信、SNMPtrapなど
アラートをトリガーに複数のアクションなど

• レポート
豊富な事前定義レポート
自動レポート作成してメール送信など



ジュピターテクノロジー株式会社
住所 〒183-0023 東京都府中市宮町一丁目40番地 KDX府中ビル6F

URL: https://www.jtc-i.co.jp/

ご購入前の製品に関するお問合せ先
Tel : 042-358-1250 
Email: info@jtc-i.co.jp

製品ご購入後のお問合せ先
弊社カスタマーポータルよりお願いいたします。
URL: https://www.jtc-i.co.jp/support/customerportal/

お問い合わせ先

33

https://www.jtc-i.co.jp/
mailto:info@jtc-i.co.jp
https://www.jtc-i.co.jp/support/customerportal/

